
明
治
前
期
に

b
け
る
綿
織
業
に
関
す
る
一
考
察

田

村

正

夫

[ま

じ

め

日
本
の
工
業
化
は
軽
工
業
に
お
け
る
近
代
化
と
重
工
業
に
お
け
る
近
代
化
に
分
け
ら
れ
る
①
O

ま
た
繊
維
工
業
に
お
け
る
近
代
化
を
軽

明治前期における綿織業に関する一考察

工
業
近
代
化
の
基
盤
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
@
。

一
次
産
業
地
域
に
基
盤
を
も
っ
て
成
長
し
た
と
い
え
る
。
繊
維
工
業
を
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
第
一
次
産
業
地
域
の
副
業
と
し
て
と
ら

し
か
も
繊
維
工
業
は
発
生
的
に
第
一
次
産
業
の
副
業
と
し
て
の
意
義
が
大
き
く
、
第

え
る
と
、
巨
視
的
に
は
蚕
糸
業
と
綿
織
業
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
か
つ
て
米
と
繭
の
生
産
構
造
が
問
題
と
さ
れ
た
@
が
、
近
代

化
の
解
明
に
あ
た
っ
て
は
綿
織
業
と
蚕
糸
業
の
生
産
地
域
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
近
代
化
の
初
期
に
お

い
て
原
料
供
給
面
で
国
内
か
ら
国
外
へ
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
綿
織
業
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

産
業
革
命
の
序
曲
と
も
み
ら
れ
る
明
治
一

0
年
代
に
お
け
る
県
別
生
産
高
お
よ
び
産
額
を
検
討
し
、
基
準
年
次
を
明
治
一
九
三
八
八
六
)

年
と
す
る
@
o

同
年
に
は
、
生
産
高
一
O
万
反
以
上
を
示
す
二
府
二
一
県
の
生
産
高
お
よ
び
産
額
は
総
生
産
の
九
O
%
以
上
を
占
め
て
い

た
。
と
り
わ
け
五
O
万
反
以
上
の
一
府
八
県
で
総
生
産
の
約
七
五
%
、
三
O
万
円
以
土
の
一
府
七
県
で
総
産
額
の
約
六
O
%
を
示
し
、
集

中
が
著
し
い
(
第
1
図
、
第
1
表)。

し
か
し
こ
れ
ら
の
主
産
地
は
、
比
較
的
高
単
価
を
示
す
埼
玉
・
栃
木
・
愛
媛
・
岐
阜
諸
県
と
、
同
じ

167 

く
低
単
価
に
と
ど
ま
る
大
阪
・
愛
知
・
神
奈
川
・
兵
庫
・
山
口
・
富
山
諸
府
県
に
分
け
ら
れ
る
@
o
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第 1表綿織物産高および産額 単位;産高1，000反産額1，000円

lzt 産 高

埼玉レ/i…l
栃 木 1/i/¥
神奈川 ¥ 396 ¥ 710 ¥ 

兵庫 1/レ/f
日;スア[
愛媛レ/¥悶 l
岐阜 596 I 仰|

1886 

3，672 

1，734 

1，613 

1，442 

1，154 

産

/1 
A 

即 日/1
707 

680 

601 

額

250 ¥ 

274 1 

14とJ
富山 1 238 ¥ 509 1 

計 (J/レ/1
463 

16，613 

竺上出
/¥/1 

資料農商務統計表，各府県統計書および同勧業年報

(1)奈良をふくむ。奈良(1886年)産高1，397。

(2) 1879年の産高2，801

(3)産高 1881年849 1882年1，012 産額 1882年200

(4)その他をふくむ。

1886 

828 

526 

839 

631 

377 

293 

254 

294 1， 

248 

150 

7，348 
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①
工
業
に
お
け
る
近
代
化
は
、
生
産
技
術
お
よ
び
経
営
両
側
面
の
合
理
化
を
通
じ
て
量
産
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
明
治
二
九
(
一
八
九
六
)
年
の
「
道
庁
府
県
重
要
工
産
物
一
覧
」
に
よ
る
工
産
物
の
構
成
を
み
る
と
、
繊
維
産
額
の
比
重
が
大
き
い
(
拙
稿
(
一
九

六
六
)
「
近
代
鉱
工
業
地
域
の
形
成
」
、
浅
香
幸
雄
編
「
日
本
の
歴
史
地
理
」
所
収
一
七
七
頁
)
。

③
山
田
勝
次
郎
(
一
九
四
二
)
「
米
と
繭
の
経
済
構
造
」

@
基
準
年
次
と
し
た
の
は
、
同
年
が
資
相
的
に
整
ぃ
、
か
つ
イ
ン
フ
レ
・
デ
フ
レ
伺
傾
向
の
一
応
お
さ
ま
っ
、
た
年
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。

⑤

埼

玉

0
・
五
円
、
栃
木
、
愛
媛
、
岐
阜
0
・
困
円
に
対
し
て
♂
大
阪
0
・
二
回
、
愛
知
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
山
口
、
富
山
0
・
コ
一
円
を
示
す
。
な

お
和
歌
山
二
円
、
京
都
了
八
円
か
ど
は
島
級
品
生
産
に
基
づ
く
高
付
加
価
佐
を
示
す
特
殊
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

関
東
内
陸
の
埼
玉
・
栃
木
両
県
は
前
述
の
よ
う
に
高
単
価
地
域
で
あ
っ
た
が
、
埼
玉
県
に
お
い
て
は
明
治
初
期
に
和
糸
の
ほ
か
年
間
約

四

O
O万
円
に
お
よ
ぶ
洋
糸
を
原
料
と
す
る
二
子
織
生
産
が
あ
り
、
綿
織
物
生
産
の
盛
況
に
つ
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
①
の
で
、
こ
こ
で

は
栃
木
県
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

栃
木
県
に
お
け
る
真
岡
木
綿
は
、
化
政

1
天
保
年
聞
の
隆
盛
期
に
は
年
産
三

O
万
反
以
上
を
示

L
た
が
、
開
港
以
降
漸
次
洋
布
に
圧
倒

さ
れ
、
嘉
永
元
(
一
八
四
八
)
年
に
は
一
二
万
反
に
も
達
せ
ず
、
明
治
一
四
(
一
八
八
二
年
、

一
・
五
万
反
に
減
少
し
て
い
た
@
。

五
四
七
反
、
同
一
一
(
一
八
七
八
)
年
二
、
二
六

三
反
、
同
一
五
(
一
八
八
二
)
年
一
、
三
九

O
反
と
減
少
し
た
。
そ
の
製
織
能
率
は
婦
女
子
一
カ
月
六
反
で
あ
り
、
製
織
者
は
漸
次
他
業
へ

白
木
綿
の
製
織
に
は
、
洋
糸
が
多
く
使
わ
れ
た
。
白
木
綿
は
明
治
七
(
一
八
七
四
)
年
三
、

転
換
し
た
。
単
価
は

0
・
八

l
一
円
で
、
製
品
は
問
屋
(
六
軒
)
を
経
由
し
て
晒
職
に
送
ら
れ
た
。
主
た
上
等
品
は
東
京
、
下
等
品
は
東

北
地
方
へ
そ
れ
ぞ
れ
販
売
さ
れ
て
い
た
③
O
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には掛売)

注
*消築地問屋

縞
木
綿
は
、
幕
末
の
生
産
高
五
万
反
に
対
し
て
明
治
一
五
(
一
八
八
二
)
年
に
は
一
万
反

未
満
と
い
う
減
産
を
示
し
た
が
、
木
綿
生
産
高
の
主
体
を
な
し
て
い
た
。
製
品
は

問
屋

(
五
軒
)
を
経
由
し
て
お
も
に
東
京
に
送
ら
れ
、
わ
ず
か
に
京
都
・
大
阪
・
名
古
屋
に
も

向
け
ら
れ
た
@
o

製
織
能
率
は
婦
女
子
一
カ
月
一
反
(
単
価
六

1
九
円
)
で
あ
り
@
、

価

格
の
上
で
は
前
記
白
木
綿
の
一
カ
月
六
反
分
を
し
の
い
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、

一
部
洋
糸

卜結城縞の取引ルー

を
使
用
し
た
白
木
綿
よ
り
も
、
都
市
的
需
要
l
主
と
し
て
東
京
の
需
要
ー
を
背
景
と
し
て

成
立
し
て
い
た
縞
木
綿
の
方
が
、
製
織
能
率
は
低
か
っ
た
が
付
加
価
値
は
高
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
@
o

か
か
る
事
情
の
も
と
で
、
芳
賀
郡
下
龍
谷
村
野
沢
泰
次
郎
に
よ
る
綿
糸
紡

績
所
(
工
場
敷
地
八
町
歩
、
水
路
一
、
二

O
O間
)
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
⑤
O

明
治
二

0
年
代
に
は
い
る
と
清
国
向
け
輸
出
縮
が
発
明
さ
れ
て
、
内
地
用
織
物
は
夏
・

冬
両
季
と
も
こ
れ
に
圧
倒
さ
れ
、

「
十
中
ノ
八
九
ハ
四
時
此
輸
出
物
ヲ
製
織
ス
ル
@
」

tこ

第2図

至
っ
た
。
輸
出
市
場
は
ジ
ャ
ワ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
拡
大
さ
れ
た
が
、
日
清
一
戦
争
に
よ

る
販
路
の
閉
そ
く
に
あ
た
っ
て
「
先
キ
ノ
内
地
用
ノ
織
物
ヲ
棄
テ
テ
輸
出
向
-
一
移
リ
タ
ル

者
ハ
忽
チ
一
変
シ
テ
内
地
物
ノ
製
織
ニ
従
事
ス
ル
コ
ト
ト
為
レ
リ
@
」

と
い
う
内
地
・
輸

出
両
用
生
産
に
よ
る
弾
力
性
の
強
さ
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

足
利
郡
で
は
「
年
期
奉
公
人
ヲ
使
用
ス
ル
程
ノ
場
処
は
何
レ
モ
一
区
域
ヲ
ナ
シ
纏
マ
リ

タ
ル
地
ナ
リ
。
其
他
ハ
皆
農
家
ノ
内
職
ナ
レ
ハ
年
期
奉
公
人
ヲ
使
用
ス
ル
者
ナ
シ
@
」

と
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さ
れ
て
い
た
。
賃
金
の
画
一
化
に
あ
た
っ
て
「
熟
練
者
不
平
ノ
余
リ
糸
ヲ
披
ム
ル
ノ
弊
起
レ
リ
文
機
屋
モ
其
技
術
ニ
対
シ
テ
黙
許
シ
タ
ル

ヨ
リ
爾
来
其
約
束
ハ
全
ク
瓦
解
シ
タ
レ
ト
モ
其
弊
ハ
依
然
ト
シ
テ
存
留
シ
遂
戸
二
般
糸
ヲ
矯
ム
ヲ
常
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ
@
」

と
し
、
賃
金

に
つ
い
て
は
「
全
国
一
般
一
定
ス
ル
ハ
難
シ
ト
信
ス
ル
ナ
リ
一
地
方
ニ
シ
テ
同
物
ヲ
製
造
ス
ル
処
ニ
テ
ハ
一
定
ス
ル
方
然
ル
ヘ
シ
@
」
と
、

織
物
の
多
様
性
と
こ
れ
に
伴
う
賃
金
の
不
統
一
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
か
く
て
賃
機
に
あ
た
っ
て
「
甲
ノ
機
屋
ニ
テ
賃
銭
ヲ
定
メ

職
工
へ
仕
事
ヲ
委
ネ
其
仕
事
中
ニ
乙
ノ
機
屋
ハ
甲
の
賃
銭
ヨ
リ
増
額
シ
テ
又
之
ニ
仕
事
ヲ
委
ヌ
因
テ
職
工
ハ
賃
銭
ノ
多
キ
方
-
一
一
従
事
シ
甲

ノ
仕
事
ハ
跡
へ
回
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
預
リ
タ
ル
原
糸
ヲ
質
ニ
入
レ
遂
ニ
返
却
ニ
差
支
フ
ル
事
ア
リ
@
」

と
い
う
乱
脈
傾
向
を
生
じ
、
全
国

的
な
連
合
組
合
結
成
の
必
要
性
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。

②①  

拙
稿
(
一
九
六
四
)
「
埼
玉
県
に
お
け
る
明
治
初
期
の
繊
維
産
業
」
歴
史
地
理
学
紀
要
六
、
六
二

1
六
三
頁
。

興
業
意
見
一
九
巻
、
明
治
前
期
経
済
財
政
史
料
集
成
三
三
O
頁。

な
お
足
利
織
物
に
つ
い
て
「
其
産
額
ヲ
増
加
セ
シ
ハ
実
ニ
横
浜
開
港
以
来
ト
ス
、
乃
チ
洋
糸
ノ
精
且
廉
ナ
ル
ヲ
利
用
シ
頓
-
一
一
其
産
額
ヲ
増
加
シ
、

殊
ニ
世
上
一
般
価
廉
ニ
シ
テ
精
美
ノ
物
ヲ
好
ム
ノ
風
潮
ニ
乗
シ
盛
ニ
絹
綿
ノ
繊
維
ヲ
産
出
ス
、
是
ニ
於
テ
足
利
織
物
ノ
声
価
ヲ
発
シ
販
路
極
メ
テ

広
夕
、
一
時
世
人
ノ
需
要
ヲ
擾
ニ
ス
ル
ニ
至
ル
」
と
さ
れ
る
。
織
物
の
生
産
に
あ
た
っ
て
洋
糸
の
果
し
た
役
割
は
大
き
く
、
織
物
生
産
高
は
明
治

一
三
(
一
八
八

O
)
l
一
四
(
一
八
八
一
)
年
に
、
年
産
三

O
O万
反
(
五

O
O万
円
)
に
達
し
て
い
た
。

工
務
局
月
報
コ
二
号
(
一
八
八
四
)
栃
木
県
工
業
の
景
況
。

広
島
県
で
は
、
一
反
当
た
り
の
利
潤
が
和
糸
を
原
料
と
す
る
場
合
二
銭
五
厘
、
洋
糸
を
原
料
と
す
る
場
合
一
銭
二
厘
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
者

の
生
産
高
一
一

O
万
反
に
対
し
て
後
者
の
生
産
高
は
七
二

O
万
反
を
示
し
、
前
者
が
薄
利
多
売
的
な
後
者
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
(
繭
糸
織
物
陶
磁

器
共
進
会
編
(
一
八
八
六
)
「
織
物
集
談
会
記
事
」
に
よ
る
)
。

同
所
の
建
設
事
情
に
つ
い
て
は
興
業
意
見
第
一
九
巻
(
明
治
前
期
経
済
財
政
史
料
集
成
一
三
一
二
頁
)
参
照
。

農
商
務
省
編
(
一
八
九
五
)
「
第
二
次
輸
出
重
要
口
問
要
覧
」
工
産
ノ
部
、
三
一
頁
。

@①  ①⑤  



①③⑦  

繭
糸
織
物
陶
磁
器
共
進
会
編
月
一
八
八
五
)
「
織
物
集
談
会
記
事
」
下
野
国
足
利
郡
小
俣
村
木
村
勇
三
一
の
発
言
。

同
右
同
五
十
部
村
川
島
長
十
郎
の
発
言
。

同
右
同
福
岡
久
三
郎
の
発
言
。

浮
田
典
良
は
、
大
阪
・
愛
知
両
府
県
を
綿
作
・
綿
織
の
地
域
的
分
業
発
生
以
前
に
成
立
し
た
古
い
綿
作
地
帯
と
し
て
い
る
①
O

大
阪
に
お
け
る
綿
織
生
産
の
約
八
割
は
、
和
泉
(
日
根
・
南
の
泉
南
が
約
五
割
、
大
島
・
和
泉
の
泉
北
が
約
三
割
)
に
集
中
し
て
い
た

明治前期における綿織業に関する一考察

@ 
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泉
南
で
は
「
興
業
者
ハ
大
概
其
町
村
内
ノ
住
民
ニ
シ
テ
重
モ
ニ
農
商
工
及
雑
業
等
ノ
傍
ラ
本
業
ヲ
兼
ヌ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
専
売
ト
ナ
ス

モ
ノ
僅
々
百
分
ノ
一
ニ
過
ギ
ス
@
」

と
い
わ
れ
、

一
戸
当
た
り
一
・
六

l
一
・
七
人
の
労
働
力
に
よ
っ
て
、
年
間
一
人
当
た
り
五
五

l
七

O
反
を
生
産
す
る
程
度
の
零
細
経
営
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
泉
北
で
は
年
間
一
戸
当
た
り
四
六
反
の
生
産
を
あ
げ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
大
阪

府
和
泉
地
方
に
お
け
る
経
営
規
模
は
、
前
述
の
栃
木
県
に
お
け
る
白
木
綿
の
場
合
と
比
べ
て
や
や
零
細
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
泉
南
の
製

品
は
、
従
来
「
織
元
ニ
於
テ
ハ
重
モ
ニ
地
方
仲
買
人
へ
売
却
ス
ル
ノ
習
慣
ニ
シ
テ
仲
買
人
ハ
之
レ
ヲ
堺
・
大
阪
稀
ニ
西
京
地
方
へ
売
却
@
」

し
て
い
た
。
し
か
し
、
不
正
仲
買
人
の
ば
っ
こ
の
た
め
に
現
金
取
引
が
多
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
泉
北
に
お
い
て
も
、

「
農
間
婦
女
子

と
い
わ
れ
る
。
南
河
内
(
全
生
産
の
約
一
割
@
)

ノ
業
ニ
シ
テ
別
ニ
職
工
ト
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
ラ
ズ
@
」

で
も

「
職
工
ノ
如
キ
ハ
皆
農

業
者
ノ
家
族
ニ
シ
テ
織
物
ニ
従
事
@
」

し
、
織
物
業
衰
退
の
一
因
は
、

「
新
規
ノ
織
物
(
例
ヘ
ハ
双
子
織
物
ノ
類
)
時
々
出
来
ス
ル
ヲ
以

テ
購
買
者
ノ
不
向
ト
ナ
リ
為
メ
ニ
仕
込
ヲ
見
合
セ
@
」

「
農
業
ノ
余
暇
ニ
製
ス
ル

た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
中
河
内
の
丹
北
郡
で
は
、
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モ
ノ
ニ
付
其
廃
業
者
は
一
時
農
ニ
帰
ス
@
」
と
さ
れ
、

明
治
一
九
(
一
八
八
六
)
年
の
従
事
者
数
が
、
前
年
と
比
較
し
て
六
六
三
戸
・
一
二
九
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人
の
減
少
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

コ
雇
主
農
業
ヲ
専
ラ
ト
シ
従
テ
職
工
モ
農
業
雇
ト
ナ
リ
或
ハ
解
雇
セ
シ
ニ
依
ル
@
」

と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
当
郡
内
ノ
製
造
ハ
大
概
農
家
ノ
内
職
ニ
シ
テ
僅
カ
ニ
一
機
或
ハ
二
機
ノ
資
本
ヲ
以
テ
漸
次
製
品
販
売
シ
テ
資
本
ト

ス
ル
モ
ノ
多
シ
@
」
と
、

零
細
企
業
に
お
け
る
自
立
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
原
料
@
に
つ
い
て
、

「
過
半
ハ
自
作
ノ
綿
ヲ
以
テ
シ
其
足
ラ

サ
ル
ヲ
八
尾
平
野
等
ノ
地
方
商
人
ヨ
リ
仕
入
③
」
れ
、

製
品
は
、
仲
買
商
を
経
由
し
て
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
三
府
県
へ
販
売
さ
れ
て
い
た

⑤ 
o 

北
河
内
に
お
い
て
も
、

「
職
工
ハ
農
家
ノ
婦
女
子
ニ
シ
テ
農
事
ノ
傍
ラ
営
@
」
ん
で
お
り
、

同
じ
く
京
都
・
大
阪
に
販
路
を
も
っ
て

、"
-
0

1
v
J
J
 

奈
良
県
に
お
け
る
綿
織
生
産
の
八
割
以
上
は
、
北
葛
城
・
高
市
・
生
駒
・
宇
智
・
添
上
各
郡
を
主
と
す
る
北
西
部
に
集
中
し
て
い
た

②
O

葛
下
(
北
葛
城
)

-
高
市
・
蔦
上
(
南
葛
城
)
各
郡
で
は
、
明
治
一
八
三
八
八
五
)
年
、
前
年
と
比
較
し
て
、
従
事
者
数
に
お
い
て
七

0
0戸
・
八
、

O
O五
人
、
生
産
高
に
お
い
て
約
一
・
四
万
反
の
減
少
を
示
し
た
が
、

「
此
営
業
者
ハ
各
町
村
内
ニ
住
ス
ル
従
来
ノ
工
業

者
ナ
リ
、
此
廃
業
者
ハ
農
又
ハ
商
ニ
移
レ
ル
モ
ノ
多
シ
③
」

と
さ
れ
、
製
品
は
、
仲
買
を
通
じ
て
出
荷
さ
れ
て
い
た
ι

宇
智
郡
五
条
村
ほ

か
四
カ
村
で
は
、

「
木
綿
糸
ハ
重
モ
ニ
本
国
葛
上
、
菖
下
、
式
上
、
式
下
ノ
各
郡
産
ヲ
需
メ
器
械
糸
ハ
阪
地
ヨ
リ
仕
入
③
」
れ
、
現
金
で
お

も
に
大
阪
に
売
ら
れ
て
い
た
。
添
上
郡
に
お
い
て
も
、

「
職
工
は
大
抵
農
業
ヨ
リ
兼
ヌ
ル
モ
ノ
ニ
テ
(
中
略
)
製
品
ハ
従
来
重
モ
ニ
大
阪

及
ヒ
土
地
仲
買
者
等
ヘ
販
売
③
」
し
て
い
た
。
ま
た
原
糸
は
、

「
土
地
仲
買
及
大
阪
地
方
ヨ
リ
直
接
ニ
買
得
シ
運
搬
モ
道
平
坦
ニ
シ
テ
便

ナ
リ
@
」
と
さ
れ
、

現
金
取
引
ま
た
は
「
原
糸
ト
木
綿
ト
ヲ
交
換
ス
ル
ノ
慣
習
@
」
が
あ
っ
た
。

平
那
(
生
駒
)
郡
に
お
い
て
も
、
不
況

の
た
め
「
賃
銭
ノ
低
落
ト
製
造
家
カ
其
業
ヲ
縮
メ
タ
ル
に
因
リ
農
業
ニ
帰
セ
シ
者
多
シ
③
」
と
さ
れ
て
い
た
。

広
瀬
郡
に
お
い
て
も
、
製

ロ聞は、

「
常
ニ
近
村
ヨ
リ
来
ル
仲
買
者
ニ
売
渡
シ
或
ハ
大
阪
地
方
へ
直
輸
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
@
」
と
さ
れ
て
い
る
。

十
市
(
磯
城
)
郡
で
は

明
治
一
八
(
一
八
八
五
)
年
の
職
工
数
が
前
年
よ
り
も
二
五
人
の
増
加
を
み
た
が
、
こ
れ
は
、
む
し
ろ
「
他
業
ノ
振
ハ
サ
ル
ヨ
リ
止
ム
ヲ
得



ス
之
ニ
従
事
ス
ル
者
ア
ル
ニ
由
ル
@
」
と
い
う
営
業
の
停
滞
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

山
辺
郡
で
は
製
品
は
大
阪
・
奈
良
・
郡
山
へ
販

売
さ
れ
て
い
た
が
、
前
述
と
同
期
間
に
減
少
し
た
織
戸
六
戸
は
帰
農
し
て
い
る
。
同
じ
く
、
式
上
(
磯
城
)
郡
に
お
け
る
織
工
五

O
人
の

増
加
は
、

「
傭
主
其
業
ヲ
拡
張
セ
シ
ニ
非
ス
無
業
ニ
苦
シ
ム
者
多
キ
ヨ
リ
救
助
心
ヨ
リ
傭
入
レ
タ
ル
ナ
リ
@
」
と
さ
れ
、

製
品
は
京
都

大
阪
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
o

ま
た
添
上
郡
に
お
い
て
も
「
二
一
一
一
ノ
製
造
家
ハ
職
工
ノ
他
ニ
稼
キ
ナ
キ
ヲ
監
ミ
助
成
ノ
一
端
ニ
至
廉
ノ
織
賃

ニ
テ
多
ク
織
ラ
シ
ム
@
」
と
あ
り
、

不
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
村
落
に
お
け
る
上
部
構
造
が
下
部
構
造
を
ひ
護
し
た
側
面
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
苦
境
を
克
服
す
る
た
め
に
、
販
路
は
北
海
道
へ
も
開
拓
さ
れ
た
め
o

明
治
二

0
年
代
に
は
い
っ
て
も
、
綿

織
業
は
農
家
の
副
業
と
し
て
の
性
格
が
強
く
@
、

白
木
綿
は
、
紺
緋
・
紺
無
地
・
縮
を
主
と
す
る
染
木
綿
に
対
し
て
、
生
産
数
量
は
三
倍

明治前期における綿織業に関する一考察

で
あ
っ
た
が
同
価
格
は
二
倍
に
達
し
な
か
っ
た
。

明
治
一

0
年
代
に
は
、
奈
良
県
で
は
、
生
産
者
の
経
費
節
減
に
よ
る
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
が
強
調
さ
れ
、
技
術
の
向
上
よ
り
も
営
業
組
織

の
改
良
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
⑦
O

大
和
耕
地
方
で
は
共
進
会
に
よ
る
団
結
が
み
ら
れ
、

同
会
会
則
違
約
者
は
、

明
治
一
七
三
八
八
四
)

年
、
違
警
罪
と
し
て
府
知
事
へ
上
申
さ
れ
た
⑦
O

ま
こ
年
期
契
約
に
つ
い
て
、

「
被
傭
者
給
金
ノ
多
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
カ
故
ニ
傭
者
ハ

十
分
ニ
之
ヲ
使
用
シ
テ
余
暇
ヲ
与
ヘ
サ
ル
ナ
リ
尤
弟
子
奉
公
ノ
如
ク
セ
ハ
傭
者
一
一
於
テ
何
分
ノ
余
暇
モ
与
フ
ヘ
シ
ト
雄
モ
是
誼
ノ
風
習
ニ

テ
ハ
決
シ
テ
行
ハ
ル
ヘ
キ
見
込
ナ
シ
⑦
」
と
い
わ
れ
、

徒
弟
関
係
か
ら
労
使
関
係
へ
の
移
行
が
察
知
さ
れ
る
。
そ
し
て
組
製
濫
造
の
一
要

国
と
し
て
の
競
売
が
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
競
売
に
対
す
る
法
的
規
制
が
望
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、

「
仲
買
ト
小
売
ヲ
兼
ネ
タ
ル
モ
ノ

ノ
如
キ
ハ
其
商
業
ノ
変
動
ヲ
来
ス
基
ニ
シ
テ
近
来
此
風
行
ハ
ル
ル
実
ニ
甚
タ
シ
宜
シ
ク
此
等
ノ
区
域
ヲ
判
明
ニ
シ
以
テ
救
済
ノ
方
策
ア
リ

タ
シ
⑦
」
と
い
わ
れ
、

仲
買
側
か
ら
の
小
売
排
除
に
よ
る
価
格
引
き
下
げ
の
動
き
が
あ
っ
た
。
賃
金
の
統
一
に
つ
い
て
い
は
、

「
全
国
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般
ニ
及
フ
モ
ノ
ト
セ
ハ
弊
害
モ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ト
我
大
阪
地
方
@
ノ
如
キ
ハ
一
定
ス
ル
方
ヲ
望
ム
ナ
リ
⑦
」
、

「
物
産
ノ
改
良
進
歩
ヲ
図
ル
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ノ、

(
中
略
)
縞
布
ノ
類
は
紺
性
ヲ
正
ウ
シ
時
好
ニ
適
ス
ル
物
品
ヲ
製
出
ス
ル
ヲ
旨
卜
シ
、
職
工
賃
銭
ハ
織
屋
協
議
ノ
上
其
時
時
景
況
ヲ
料

リ
之
ヲ
一
定
ス
ル
ニ
在
リ
@
」
と
い
わ
れ
、

製
品
の
規
格
化
を
背
景
と
す
る
賃
金
の
統
一
を
目
途
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

大
和
耕
地
域
で
は
、

「
同
業
者
一
致
連
合
ノ
義
ハ
未
タ
充
分
ノ
目
的
不
相
立
候
其
次
第
ハ
近
来
我
産
業
衰
退
ニ
陥
リ
当
今
営
業
者
鵡
カ
ニ

一
百
余
名
ニ
シ
テ
其
住
ス
ル
ヤ
奈
良
地
方
東
西
十
里
間
ニ
散
在
候
ニ
付
其
人
情
一
致
不
在
候
サ
レ
ハ
今
回
一
致
聯
合
ノ
方
法
ヲ
設
ク
ル
ニ

就
テ
ハ
奈
良
市
街
ハ
織
屋
並
ニ
仲
買
商
ト
区
分
ヲ
立
テ
其
組
合
毎
に
惣
代
を
置
キ
之
ヲ
惣
轄
ス
ル
者
ヲ
奈
良
市
街
ニ
ハ
弐
名
計
リ
村
地
ニ

少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
ク
改
良
ニ
着
手
ス
ル
ノ
場
合
ニ
ハ
立
チ
至
ラ
シ
@
」
と
い
わ
れ
る
ど
ほ
の
衰
退
を
示
し
て
い
た
。

ハ
壱
名
ヲ
置
キ
、

一
致
連
合
ノ
道
相
立
候
様
致
度
何
分
ニ
モ
当
今
衰
退
ノ
業
ナ
レ
ハ
其
カ
為
メ
入
費
相
嵩
ミ
候
テ
ハ
組
合
中
ニ
於
テ
苦
情

① 

浮
田
典
良
(
一
九
五
八
)
「
府
県
統
計
書
に
よ
る
明
治
前
期
諸
港
の
出
入
物
資

l
l綿
関
係
品
を
中
心
に
み
た

l
l」
、
人
文
地
理
一

0
・
四
、
五

回
頁
。

大
阪
府
農
商
工
年
報
(
一
八
八
六
)
。

農
商
務
省
(
一
八
八
四
・
八
五
)
「
農
商
工
概
況
」
一
七
頁
。

綿
作
付
面
積
の
郡
別
比
率
に
つ
い
て
は
、
浮
田
典
良
(
一
九
六
一
)
「
江
戸
時
代
l
明
治
前
期
の
摂
河
泉
綿
作
地
帯
に
お
け
る
土
地
利
用
形
態

l
!

と
く
に
半
田
を
中
心
と
し
て

l
l、
人
文
地
理
二
ニ
・
二
、
二
五
頁
第
一

O
図
参
照
。

製
品
の
販
路
に
つ
い
て
は
、
中
河
内
の
河
内
郡
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

凶
に
よ
れ
ば
、
農
家
副
業
四
二
、
八
O
O人
、
同
専
業
二
、
六
六
五
人
。

繭
糸
織
物
陶
磁
器
共
進
会
編
(
一
八
八
五
)
「
織
物
集
談
会
記
事
」
大
和
国
葛
上
郡
東
名
柄
村
中
野
良
平
の
発
言
。

奈
良
に
つ
い
て
の
発
言
で
あ
る
が
、
行
政
上
、
大
阪
府
に
所
属
し
て
い
た
。

繭
糸
織
物
陶
磁
器
共
進
会
編
三
八
八
五
)
「
織
物
集
談
会
記
事
」
大
和
国
添
上
郡
奈
良
南
魚
屋
町
高
坂
惣
七
の
発
一
言
。

@①②  匂③⑦@①



愛
知
県
に
お
け
る
明
治
一
九
三
八
八
六
)
年
の
綿
織
生
産
の
六
割
近
く
は
、
知
多
・
碧
海
両
郡
を
主
と
す
る
県
南
部
、
残
り
の
ほ
と
ん

ど
は
、
中
島
・
羽
栗
両
郡
を
主
と
す
る
尾
西
地
方
に
分
布
し
て
い
た
。
愛
知
県
で
は
、
明
治
一

0
年
代
後
半
に
お
い
て
、
製
糸
高
の
停
滞

に
対
し
て
綿
織
生
産
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
の
は
尾
西
地
方
だ
け
で
あ
り
、
他
の
地
方
で
は
、
製
糸
・
綿
織
両
生
産
高
が
相
伴
っ
て
増
加

し
て
い
た
。

中
島
郡
の
結
城
縞
生
産
は
、
江
戸
時
代
の
河
川
交
通
を
背
景
と
し
て
成
立
し
て
い
た
①
O

以
下
、
明
治
一
五
三
八
八
二
)
年
の
工
務
局

明治前期における綿織業に関する一考察

月
報
第
一
六
号
に
よ
っ
て
、
同
郡
に
お
け
る
生
産
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

文
政
三
(
一
八
二
O
)
年
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
結
城
縞
の
生
産
は
、
明
治
一
三
・
四
(
一
八
八
0
・
八
一
)
両
年
に
お
い
て
著
し
い
生
産
高

の
増
加
を
示
し
た
。
専
業
地
域
は
、
奥
・
起
・
小
信
・
中
島
・
刈
安
賀
新
国
各
村
で
あ
り
、
原
料
に
は
も
っ
ぱ
ら
洋
糸
が
使
わ
れ
、
製
品

の
ほ
と
ん
ど
は
関
西
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

一
宮
村
で
は
、
享
保
一
五
(
一
七
一
云
U
)
年
こ
ろ
か
ら
三
・
八
の
六
斎
市
が
繁
昌
を
き
わ
め
、

穀
物
・
菜
種
を
始
め
綿
・
綿
糸
・
木
綿
織
を
中
心
と
す
る
現
金
取
引
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
中
で
も
洋
糸
の
取
引
が
多
く
、
織
屋
は
盛
ん

に
こ
れ
を
購
入
し
た
。
織
屋
は
、

一
般
に
、
賃
織
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
o

織
屋
は
、
織
賃
と
し
て
織
女
に
歳
暮
@
・
切
代
@
を

支
払
っ
た
。
生
産
費
を
概
算
す
る
と
、
縞
木
綿
一
一
一
七
万
円
(
一
一
・
五
万
反
)
の
生
産
に
は
、
原
料
代
と
し
て
洋
糸
五
八
万
円
(
一
八

・
五
万
貫
)
を
要
し
、
差
引
残
額
が
お
も
に
利
潤
・
労
賃
・
運
賃
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
単
価
は
明
治
二
ニ

l
一
四
三
八
八
O

ー
八
二
年
一
・
七
五
円
、
同
一
五
(
一
八
八
二
)
年
一
・
六

O
円
、
同
二
ハ
(
一
八
八
三
)
年

0
・
九

O
円
と
低
下
し
た
が
、
そ
の
聞
に
原
糸
価

177 

格
は
二
割
減
を
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
結
局
織
賃
は
同
一
四
(
一
八
八
二
年

0
・
二
五
円
、
同
一
五
(
一
八
八
二
)
年

0
・
一
五
円
、
同
一
六
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(
一
八
八
一
二
)
年

0
・
二
二
円
に
切
り
下
げ
ら
れ
た
。

物
品
の
取
引
ル

l
ト
は
、
第
2
図
の
通
り
で
あ
り
、
明
治
一

0
年
代
に
は
い
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
現
金
取
引
の
ほ
か
に
手
形
の
流
通
が

始
ま
り
、
問
屋
・
織
屋
を
中
心
と
す
る
商
業
利
潤
の
蓄
積
が
著
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
偽
紺
・
布
地
不
足
@
の
悪
弊
を
防
ぐ
た

め
に
、
商
標
が
普
及
す
る
に
至
っ
た
。

「
木
曾
川
ニ
接
シ
往
来
船
ノ
繋
ガ
ル
所
:
:
:
村
内
ハ
商
家
櫛
比
シ
テ
相
応
ノ
市
街
⑤
」

を
な
し
て
い
た
海
東
郡
津
島
村
に
お
け
る
佐
織
縞

は
、
数
軒
の
問
屋
を
経
由
し
て
お
も
に
東
京
へ
販
売
さ
れ
て
い
た
。
経
営
形
態
は
、

「
当
郡
内
ニ
工
場
ヲ
建
テ
或
ハ
織
女
ヲ
使
イ
テ
織
出

ス
所
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
皆
各
村
ノ
農
家
ニ
オ
イ
テ
農
際
一
一
織
立
ツ
ル
ナ
リ
⑤
」
と
い
わ
れ
る
農
家
の
副
業
的
家
内
工
業
で
あ
っ
た
。

製
品
の

出
荷
形
態
は
、

「
農
民
各
自
に
携
ヘ
来
ル
コ
ト
ア
リ
ト
雄
モ
大
概
仲
買
ア
リ
テ
各
村
ヲ
巡
り
五
十
反
乃
至
百
反
ヲ
買
集
メ
之
ヲ
問
屋
ニ
売

込
ム
⑤
」
小
規
模
な
現
金
取
引
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

原
糸
に
つ
い
て
は
、
明
治
一

0
年
代
に
は
い
る
と
、
こ
れ
ま
で
手
引
和
糸
だ
け
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
廉
価
な
洋
糸
を
併
用
す
る
に
至
っ
た
。
同
村
に
お
け
る
明
治
一
五
(
一
八
八
二
)
年
の
生
産
高
は
、
佐
織
縞
一
五
万
反

(
単
価
七
五
銭
)
に
対
し
て
、
白
木
綿
三
・
五
万
反
(
単
価
五
二
銭
)
に
過
ぎ
な
か
っ
た
⑤
。

慶
長
年
間
(
一
五
九
六
1
一
六
一
五
)
に
滞
在
し
た
豊
後
の
工
匠
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
絞
手
拭
に
由
来
す
る
有
松
村
の
絞
木
綿
(
一
名
、
ー

豊
後
織
)
は
、
藩
政
時
代
、
尾
州
家
か
ら
有
松
・
鳴
海
両
村
に
専
売
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
有
松
村
に
は
、
製
造
兼
販
売
二
四
戸
、
製

造
三
戸
、
紺
屋
二
六
戸
、
絞
職
七
四
人
が
分
布
し
て
い
た
。
絞
職
は
、
製
造
元
か
ら
注
文
を
受
け
、
有
松
村
ほ
か
二

O
余
カ
村
に
わ
た
る

婦
女
老
少
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
下
職
を
さ
ん
下
に
お
さ
め
て
い
た
。
戸
数
三

O
O、
人
口
一
、

0
0
0を
数
え
て
い
た
有
松
村
で
は
、

「
田
畑
甚
タ
僅
少
ニ
シ
テ

一
村
ノ
地
価
ヲ
合
セ
テ
一
万
円
ニ
過
ギ
ザ
ル
程
一
一
テ
村
民
ハ
大
概
絞
業
ニ
依
リ
テ
生
活
ス
ル
⑤
」
の
が
実
態
で

あ
っ
た
o

原
料
(
白
木
綿
)
を
有
松
村
近
傍
と
名
古
屋
か
ら
仕
入
れ
た
が
、

河
木
綿
に
つ
い
て
は
、

「
品
位
粗
悪
且
丈
短
キ
@
」
た
め



使
用
し
な
か
っ
た
。
製
品
の
ほ
と
ん
ど
は
同
村
で
販
売
さ
れ
ず
、
東
京
へ
七

O
%、
上
方
へ
三

O
%、
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
生
産
高
は
、

明
治
二
二
(
一
八
八
O
)
年
約
二
五
万
反
(
約
一
一
一
万
円
)
、
翌
一
四
(
一
八
八
一

)
l
一
五
三
八
八
二
)
年
約
一

O
I
一
一
万
反
(
約
一

O
万

円
)
と
減
少
し
た
。

明
治
三
(
一
八
七
O
)
年
、
有
松
村
に
お
け
る
専
売
権
の
崩
壊
に
伴
っ
て
、
名
古
屋
区
内
で
有
松
絞
の
生
産
が
開
始
さ
れ
た
。
問
屋
(
製

造
元
)
七
軒
は
、
組
合
を
結
成
し
、

お
も
に
名
古
屋
近
傍
ま
た
は
伊
勢
京
阪
か
ら
仕
入
れ
た
白
木
綿
を
、

「
皆
自
宅
ニ
オ
イ
テ
働
ク
③
」

多
数
の
絞
織
に
引
き
渡
し
た
。
春
l
夏
物
と
し
て
の
需
要
が
多
か
っ
た
の
で
、
製
造
は
冬
季
か
ら
始
め
ら
れ
、

一
般
に
、
京
阪
を
経
由
し

て
各
地
に
販
売
さ
れ
た
。
し
か
し
上
等
品
だ
け
は
、
直
接
東
京
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
生
産
高
は
、
明
治
二
二
(
一
八
八

O
)
年
約
三
七
万

明治前期における綿織業に関する一考察

反
(
約
二
六
万
円
)
、
翌
一
四
(
一
八
八
二
年
約
三
五
万
反
(
約
二
八
万
円
)
、
同
一
五
(
一
八
八
二
)
年
約
三
二
万
反
(
約
二
五
万
円
)
と
、

有
松
村
を
し
の
ぐ
に
至
っ
た
。

愛
知
県
で
は
、
賃
金
を
統
一
し
た
と
こ
ろ
、
織
工
は
、
前
借
不
許
可
の
一
履
ょ
う
主
か
ら
前
借
を
許
可
す
る
雇
一
ょ
う
主
へ
流
動
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
@
o

③②①  

川
崎
敏
(
一
九
六
四
)
「
産
業
革
命
期
の
尾
西
機
業
地
域
」
歴
史
地
理
学
紀
要
六
、
五
二
頁
。

八
反
を
一
機
と
し
、
三

O
機
ご
と
に
一
反
を
給
付
し
た
。

一
反
の
う
ち
五
寸
、
す
な
わ
ち
一
機
に
つ
き
四
尺
を
盗
む
習
慣
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
一
五
銭
(
当
時
は
物
価
下
落
の
た
め
一

O
銭
)
と
見
積

っ
て
給
与
し
た
。

-
反
の
長
さ
二
丈
八
尺
を
、
二
丈
七
尺
ま
た
は
二
丈
六
尺
五
寸
と
し
た
。

工
務
局
月
報
(
明
治
一
五
三
八
八
二
)
年
、
第
二
ハ
号
)
。

こ
の
た
め
、
織
物
集
談
会
(
明
治
一
八
(
一
八
八
五
)
年
)
に
お
い
て
、
愛
知
県
の
代
表
者
島
津
和
平
次
は
、
原
則
的
に
は
前
借
を
禁
止
し
永
続
者

179 
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だ
け
に
還
元
す
る
積
立
金
制
度
(
や
む
を
得
ず
前
借
す
る
場
合
は
積
立
金
を
借
用
す
る
制
度
)
を
提
唱
し
た
。

四

播
州
は
、
兵
庫
か
ら
分
か
れ
て
旧
飾
磨
県
再
置
願
を
出
し
、

「
摂
津
ニ
ハ
大
阪
ア
リ
神
戸
ア
リ
テ
商
ヲ
以
テ
立
ツ
ル
国
ナ
ル
ニ
播
磨
ハ

都
会
姫
路
ノ
如
キ
モ
概
ネ
農
ヲ
以
テ
本
業
ト
シ
①
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
も
、

「
摂
津
其
他
モ
甚
タ
世
ニ
名
ア
ル
生
産
ナ
キ
ニ
播
州
ハ
木

綿
魚
塩
ノ
利
殆
ン
ド
天
下
冠
絶
ス
ト
モ
云
ウ
ベ
ク
①
」
と
、

生
産
物
の
豊
鏡
さ
を
強
調
し
た
。

「
農
ヲ
以
テ
本
業
」
と
す
る
播
州
に
お
い

て
も
、
綿
作
と
そ
の
加
工
(
綿
糸
・
綿
織
)
業
は
、
農
家
の
重
要
な
副
業
で
あ
っ
た
。
藩
政
時
代
一

O
O万
反
を
数
え
た
姫
路
木
綿
の
生

産
は
、
明
治
一
六
(
一
八
八
一
一
)
年
に
は
半
減
し
た
。
同
じ
く
三

O
余
軒
に
お
よ
ん
で
い
た
木
綿
問
屋
も
、
数
軒
に
減
少
し
た
。
明
治
一
九

(
一
八
八
六
)
年
に
は
、
印
南
郡
を
中
心
と
し
揖
保
・
多
可
・
加
古
各
都
に
お
よ
ぶ
播
磨
平
野
の
生
産
高
は
、
全
県
の
約
九
三
%
を
し
め
て

い
た
@
o

衰
退
理
由
と
し
て
は
、
舶
来
綿
布
の
圧
迫
と
流
通
機
構
の
崩
壊
が
あ
げ
ら
れ
る
@
o

姫
路
木
綿
の
場
合
も
和
糸
が
多
く
使
用
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
織
物
業
が
さ
か
ん
で
、
原
料
と
し
て
の
綿
を
多
量
に
移
入
し
、
そ
れ
を
製
織
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
木
綿
・
太
物
は

若
干
の
移
出
さ
え
あ
る
@
」
と
い
わ
れ
る
。
白
木
綿
生
産
は
、
東
部
の
上
・
下
両
新
川
郡

!
iな
か
で
も
入
善
か
ら
水
橋
に
至
る
富
山
湾
に

富
山
県
は
、

面
す
る
平
野
部
ー
ー
に
限
ら
れ
て
い
た
。
近
世
に
は
、
魚
津
に
加
・
越
・
能
三
州
の
木
綿
を
集
散
す
る
特
権
が
与
え
ら
れ
、
綿
織
地
域
は

魚
津
か
ら
下
新
川
郡
三
日
市
・
入
膳
・
泊
、
中
新
川
郡
滑
川
・
上
市
・
水
橋
に
拡
大
さ
れ
て
い
た
@
o

安
政
以
降
年
産
約
一

O
O万
反
を

あ
げ
て
い
た
が
、
明
治
一

0
年
代
に
著
し
い
減
産
を
示
し
て
い
た
@
o

労
働
に
つ
い
て
は
、

「
該
町
村
農
業
ノ
余
暇
毎
戸
ニ
製
造
ス
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
別
ニ
職
工
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
且
ツ
之
ヲ
織
ル
モ
ノ
皆
婦
女
子
ニ
シ
テ
凡
ソ
二
万
五
千
人
ア
リ
、
之
ヲ
営
業
ス
ル
モ
ノ
凡
百
余
戸



「
冬
季
堆
雪
ノ
時
一
一
際
シ
テ
ハ
専
ラ
此
業
ニ
従
事
ス
ル
モ
ノ
多
シ

(
中
略
)
都
テ
細
民
ノ
手
ニ
成
リ
、

其
盛
衰
ハ
大

ナ
リ
①
」
と
も
、

と
も
い
わ
れ
、
新
川
地
方
に
お
け
る
綿
織
業
は
、
農
家
の
副
業
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。

二
郡
ノ
休
戚
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
@
」

岡
県
木
綿
生
産
の
約
八
割
が
、

洋
糸
を
原
料
と
す
る
長
野
・
新
潟
向
け
の
粗
製
品
で
あ
り
、

残
り
が
和
糸
を
原
料
と
す
る
高
岡
向
け

路
は
、
新
潟
・
長
野
・
石
川
各
県
か
ら
さ
ら
に
三
陸
に
拡
大
さ
れ
て
い
た
。
か
く
て
富
山
県
に
お
い
て
は
、
常
願
寺
川
以
東
の
白
木
綿
地

(
染
木
綿
用
)

の
精
製
品
で
あ
っ
た
。
明
治
一

0
年
代
後
半
に
は
、
長
野
・
新
潟
に
お
け
る
需
要
減
少
に
対
し
て
、
高
岡
産
染
木
綿
の
販

域
に
対
し
て
、
こ
れ
を
原
料
と
し
て
成
立
す
る
庄
川
・
小
矢
部
川
流
域
の
西
部
染
木
綿
地
域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明治前期における綿織業に関する一考察181 

⑥③④③②①  

東
京
経
済
雑
誌
九
四
号
(
一
八
八
一
一
)
六
一
二

l
四
頁
。

兵
庫
県
統
計
書
(
一
八
八
六
)
。

抽
稿
(
一
九
六
六
)
「
近
代
鉱
工
業
地
域
の
形
成
」
、
浅
香
幸
雄
編
「
日
本
の
歴
史
地
理
」
所
収
一
七
五
頁
。

前
掲
書
(
二
①
)
、
五
二
頁
。

富
山
県
紀
要
(
一
九
O
九
三
二

O
二
l
二
O
四
頁
。

一
八
七
七
年
八
三
、
一
八
七
八
年
八
二
、
一
八
七
九
年
七
四
、
一
八
八

0
・
一
八
八
一
年
六
六
、
一
八
八
二
年
五
五
、
一
八
八
三
年
五
三
、
一
八

八
四
二
一
二
、
一
八
八
五
年
五
O
、
一
八
八
六
年
三
八
〔
い
ず
れ
も
単
位
万
反
〕
。
県
統
計
書
・
勧
業
年
報
・
農
商
務
統
計
表
を
参
照
補
正
し
て

算
出
し
た
。

富
山
県
勧
業
年
報
(
一
八
八
六
)

興
業
意
見
二
一
巻
、
明
治
前
期
経
済
財
政
史
料
集
成

① ⑦  

三
九
頁
。

む

す

び

大
阪
府
①
に
お
い
て
は
、
明
治
一
九
三
八
八
六
)
年
、
生
産
量
の
対
全
国
比
は
二
二
%
で
あ
っ
た
が
、
生
産
額
の
そ
れ
は
一
一
%
に
過
ぎ
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ず
、
在
来
綿
糸
を
原
料
と
し
、
畿
内
出
荷
を
中
心
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
埼
玉
・
栃
木
両
県
に
お
い
て
は
、
生
産
量
の
対
全
国
比

は
各
一
O
%
・
九
%
、
生
産
額
の
そ
れ
は
各
一
一
%
・
九
%
で
あ
り
、
和
糸
だ
け
で
は
大
幅
な
不
足
を
来
た
し
て
い
た
た
め
、
白
木
綿
の

原
料
と
し
て
洋
糸
の
使
用
が
普
及
し
て
い
た
。
そ
し
て
む
し
ろ
和
糸
は
、
付
加
価
値
の
高
い
縞
木
綿
の
原
料
と
し
て
の
需
要
が
多
か
っ
た

@ 
o 

綿
糸
集
談
会
に
お
い
て
、
大
阪
府
の
門
田
顕
敏
が
、

「
関
西
地
方
ハ
所
謂
半
工
半
農
ニ
シ
テ
機
織
ノ
業
モ
全
ク
農
間
ノ
余
業
ニ
過
キ

サ
レ
ハ
紡
績
業
ノ
広
マ
リ
方
モ
甚
タ
遅
々
タ
リ
、
関
東
ハ
之
ニ
反
ス
③
」
と
発
言
し
た
の
は
、

付
加
価
値
の
高
い
栃
木
・
埼
玉
を
主
と
す

大
阪
を
主
と
す
る
近
畿
綿
織
地
帯
@
と
の
差
異
を
指
摘
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
愛
知
・
富
山
・
兵
庫
各
県

は
、
こ
れ
ら
両
地
帯
の
特
色
の
漸
移
的
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
愛
知
県
で
は
明
治
五
(
一
八
七
二
)
年
こ
ろ
か
ら
洋
糸
を
原
料

る
東
京
圏
綿
織
地
帯
と
、

と
し
て
織
ら
れ
た
⑤
結
城
縞
が
関
西
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
、
明
治
一

0
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
廉
価
な
洋
糸
を
原
料
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
佐
織
縞
は
、

お
も
に
東
京
へ
出
荷
さ
れ
た
。
有
松
絞
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
有
松
村
の
製
品
の
七
割
が
東
京
、
三
割
が
上
方
へ
出
荷

さ
れ
、
新
興
の
名
古
屋
区
内
の
製
品
の
多
く
は
京
阪
へ
送
ら
れ
た
が
、
上
等
品
だ
け
は
、
直
接
、
東
京
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
宮
山
県
で

は
、
常
願
寺
川
以
東
の
白
木
綿
生
産
の
八
割
が
、
洋
糸
砂
}
原
料
と
す
る
長
野
・
新
潟
向
け
の
粗
製
品
で
あ
り
、
残
り
が
、
和
を
糸
原
料
と

す
る
高
岡
向
け
(
染
木
綿
用
)

の
精
製
品
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
高
岡
産
染
木
綿
の
販
路
は
、
新
潟
・
長
野
・
石
川
各
県
か
ら
さ
ら
に
三
陸

地
方
に
拡
大
さ
れ
て
い
た
。
兵
庫
県
の
播
磨
木
綿
は
、
前
期
的
流
通
機
構
の
崩
壊
に
伴
っ
て
、
東
京
市
場
に
お
い
て
、
尾
張
・
大
阪
両
産

綿
布
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

明
治
二

0
年
代
に
は
い
る
と
、
輸
出
市
場
は
、
清
国
の
ほ
か
に
ジ
ャ
ワ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
拡
大
さ
れ
、
愛
知
・
奈
良
・
大
阪
・
山

日
・
兵
庫
各
府
県
の
白
木
綿
な
い
し
金
巾
、
愛
知
・
山
口
・
奈
良
・
兵
庫
各
県
の
二
子
木
綿
、
徳
島
・
栃
木
・
山
口
各
県
の
縮
木
綿
、
和

歌
山
・
京
都
・
大
阪
の
綿
フ
ラ
ン
ネ
ル
が
、
輸
出
綿
織
物
と
し
て
主
要
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
明
治
二
八
(
一
八
九
五
)
年
の
主
要
綿
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主要輸出地における生産 (1895) 単位 1，000反
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1. 000円第 2表

古
川東

2，128 299 11 9 18 6 4 186 514 都京

509 247 19 25 21 124 949 3，933 阪大

31 10 10 23 0.1 0.1 19 89 157 750 庫丘
ノ、

282 499 100 123 14 30 26 65 木栃

9 3 25 25 2 4 38 105 1，094 4，402 良奈

7 4 8 10 417 411 767 3，726 2，827 10，678 女日愛

6 2 229 435 43 56 2 453 1，020 口IU 

4，175 1，402 0.3 31 120 和歌山

w
別
府

1
品川・か区

υ品
川
縫
同
町
峰
山
町
会
お
は
寮
混
q~'
広

65 25 354 686 6 8 2 4 70 206 烏徳

184 54 0.3 5 7 56 179 800 5， 193 媛愛
的
∞
」
[
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布
輸
出
地
を
検
討
す
る
と
、
生
産
数
量
・
同
価
格
と
も
に
生
木
綿
が
第
一
位
を
占
め
る
の
は
、
大
阪
・
兵
庫
・
奈
良
・
愛
知
・
山
口
・
愛

援
各
府
県
で
あ
り
、
同
じ
〈
二
子
木
綿
で
は
東
京
、
縮
木
綿
で
は
徳
島
・
栃
木
、
綿
フ
ラ
ン
ネ
ル
で
は
和
歌
山
の
各
府
県
が
注
目
さ
れ

る
(
第
2
ム
〉
)
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
輸
出
地
域
の
す
う
勢
は
、
前
述
の
よ
う
な
明
治
一

0
年
代
の
東
京
圏
お
よ
び
近
畿
両
綿
織
地
帯
と

そ
れ
ら
の
漸
移
地
帯
に
お
け
る
綿
織
業
地
域
の
基
本
的
動
向
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
前
述
の
動
向
を
根
強
く
さ
さ
え
て
き

た
も
の
は
、
近
世
以
来
の
上
方
に
お
け
る
経
済
・
文
化
の
大
衆
性
と
、
江
戸
に
お
け
る
そ
れ
の
階
層
性
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

」
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
日
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

⑤④①②①  

奈
良
県
を
ふ
く
む
。
二
@
参
照
。

前
掲
書
(
一
@
)
、
七
六
頁
。

繭
糸
織
物
陶
磁
器
共
進
会
編
(
一
八
八
五
)
「
綿
糸
集
談
会
記
事
」
、
二
四
頁
。

宍
都
だ
け
は
、
小
量
の
高
級
品
生
産
地
域
と
し
て
の
特
質
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
(
は
し
が
き
⑤
参
照
)
。

前
掲
書
(
一
二
①
)
、
四
六
頁
。




